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	応用
	抗原情報
	背景
	神経成長因子（NGF）は、神経細胞の生存と分化を促進する神経栄養因子ファミリーに属する、分泌性の小さなタンパク質です。NGF産生細胞はNGFを放出し、TrkA高親和性受容体に結合して活性化し、NGF駆動性シグナル伝達を媒介します。NGFはまた、デスレセプターファミリーに属する低親和性p75（NTR）受容体にも結合します。神経成長因子は、交感神経系と感覚神経系の発達と維持に重要です（PubMed:14976160、PubMed:20978020）。NTRK1受容体およびNGFR受容体の細胞外リガンドは、細胞シグナル伝達カスケードを活性化し、神経細胞の増殖、分化、および生存を制御します（PubMed:20978020）（可能性あり）。未熟NGF前駆体（proNGF）は、SORCS2とNGFRによって形成されるヘテロ二量体受容体のリガンドとして機能し、RAC1および／またはRAC2の不活性化、アクチン細胞骨格の再構築、そして神経成長円錐の崩壊につながる細胞シグナル伝達カスケードを活性化する。成熟NGFとは対照的に、前駆体型（proNGF）は神経細胞のアポトーシスを促進する（in vitro）（類似性による）。血小板糖タンパク質VIのメタロプロテアーゼ依存性タンパク質分解を阻害する（PubMed:20164177）。ホモ二量体の2つの鎖の間にリゾホスファチジルイノシトールとリゾホスファチジルセリンを結合する。脂質結合型は、脂質非結合型とは対照的に、肥満細胞からのヒスタミン放出を促進する（類似性による）。
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	（1）マウス甲状腺溶解液、（2）HeLa細胞溶解液におけるNGF発現のウエスタンブロット分析。

